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.NODEALIAS を使って、2つのノードを
ショートさせる。

回路検討をしているとき、ノード間にある要素を
「無し（ショート）」にしたい場合に有効なコマンド
が「.NODEALIAS」である。このコマンドは「.STEP」
によって有効・無効の切り替えはできない。

.STEPで有効・無効の切り替えを近似的に行うに
は、ノード間を抵抗でつなぎ、その抵抗値を（たと
えば）100TΩと1nΩで切り替える手法もある。
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.FUNCTION の解説で使った例題・・・LT3480降圧コンバータ
で寄生インダクタンスの部分をショートして確かめてみる

この例題では「.nodealias」はすべてコメントにしてある。

プローブするときにアクティブなノード名は「.nodealias」の「＝」記号の右辺のノード名がラベルになる
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起動期間

シミュレーション結果（負荷応答特性）

負荷電流＝0.5A 2A 0.5A
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FFT結果（2A区間のみ）（NODEALIAS を使って、PCB
パターンとVIAのインダクタンス成分を取り除いた結果）

-20dB/dec.の減衰率
（1/fノイズに相当す
る）と比較すると、SW
周波数の高調波成分
に注目してみると、減衰
率はほぼ2倍の速さで減
衰し、フロアノイズも目
立った部分はない。

.FUNCTIONで試してみ
た。PCBパターンとVIAに
よるスパイク状のノイズが、
10MHzから1GHzまでの
区間でフロアノイズが大
きいことがわかる。


